
令和５年 12 月 20 日 

各専修学校及び各種学校御担当者 御中 

文 部 科 学 省 

国 税 庁 

デ ジ タ ル 庁 

 

 

マイナポータル連携等を活用した確定申告・年末調整の推進について 

（事務連絡） 

 

 

平素より文部科学行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

政府では「デジタル行財政改革会議」を開催し、「急激な人口減少社会への対応として、

利用者起点で我が国の行財政の在り方を見直し、デジタルを最大限に活用して公共手続

等の維持・強化と地域経済の活性化を図り、社会変革を実現する」こととしています。 

 

各府省庁では、これまでも事業者の皆様を含む国民の利便性の向上を目指しながら、公

共手続等のデジタル化に取り組んできたところです。 

今般、「事業者のデジタル化等に係る関係省庁連絡会議」が政府内に設置され、政府全

体での連携・協調を図りながら、これまで以上に公的手続等のデジタル化に関する取組み

を加速させていくこととされており、文部科学省としてもデジタル庁や各府省庁と連携

しながら、各府省庁が所管する公共手続等のデジタル化に係る周知広報等を行っていく

こととしております。 

  

 こうした中で、まずは税務手続の中で令和６年２月から開始する「確定申告における給

与情報の自動入力等」について、多くの納税者の方々に利便性の向上を実感していただく

観点から、各業界団体を通じて事業者の皆様への周知を実施しておりますところ、貴校に

おかれましても、次の内容について適切にご対応いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

１．マイナポータル連携等を活用した確定申告の推進 

⑴ 確定申告における給与情報の自動入力について 

令和５年分の所得税の確定申告（令和６年２月）から、マイナポータルを通じて職

員等の確定申告書に自動で入力される仕組みが開始します。この仕組みを利用するこ

とで、職員等は源泉徴収票に記載された情報を入力することなく、より簡単・便利に

確定申告を行うことができるようになります。 

職員等がこの仕組みを利用するためには、給与支払者である事業者の方から「給与

所得の源泉徴収票」を e-Tax で提出していただく必要があります。 

このため、別添１なども確認の上「給与所得の源泉徴収票」の e-Tax による提出へ

の御協力をお願い申し上げます。 

なお、500 万円以下の給与に係る給与所得の源泉徴収票でも、e-Tax で御提出いた

だいた場合には、自動入力の対象となります。また、給与情報を正しく連携するため

には、給与所得の源泉徴収票に記載する支払を受ける方のマイナンバー、氏名（カナ

を含みます。）、住所、生年月日等を正しく記載いただく必要がありますので、併せて

ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

 



   

別添１ 「給与所得の源泉徴収票を e-Tax で提出すると、従業員の方の確定申告が更に簡単に!!」  

（https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/mynumberinfo/pdf/0023008-104.pdf） 

 

⑵ 「税務署に行かずにできる確定申告」（自宅からの e-Tax の利用）について 

確定申告をする際には、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利

用することができます。「確定申告書等作成コーナー」では画面に表示される案内に

沿って金額等を入力することで所得税、消費税及び贈与税の申告書の作成が可能とな

っており、作成した申告書をそのまま e-Tax により送信できます。 

また、マイナンバーカードを活用することで、マイナポータル連携を利用した各種

控除証明書や給与情報の自動入力が可能となるなど、より簡単・便利に確定申告をし

ていただけるものとなっております。 

このため、自宅からの e-Tax を利用した申告の更なる推進に向けて、別添２及び別

添３を活用するなどして、本取組の趣旨・内容について御理解をいただきますととも

に、職員等の皆様へ周知していただきますよう御協力をお願い申し上げます。 

 
別添２ 「確定申告はマイナンバーカードと e-Tax でさらに便利！」 

（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/r5_smart_shinkoku/pdf/01.pdf） 

 

別添３ 「マイナンバーカード×マイナポータルと連携 確定申告書に自動入力」 

（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/r5_smart_shinkoku/pdf/03.pdf） 

 

 

２．マイナポータル連携等を活用した年末調整の推進 

年末調整については、令和５年 10 月から新たに小規模企業共済等掛金の控除証明書

がデータで提出が可能となります。これをもって年末調整手続で添付が必要となる主な

証明書（※）は全てデータで提出ができることとなり、一連の「年末調整手続の電子化」

が可能となっております。 

「年末調整手続の電子化」により、職員等は控除額の計算が不要となり、勤務先とし

ては、添付書類等の確認や控除額の検算に要していた事務が軽減されるほか、書類の保

管コストの削減が見込まれるなど、勤務先・職員双方の年末調整に係る事務負担の軽減

につながります。 

このため、国税庁が無償で提供している「年末調整控除申告書作成用ソフトウエア」

（年調ソフト）などを活用した「年末調整手続の電子化」について積極的にご検討いた

だきますようお願い申し上げます。 

※ 主な証明書：生命保険料控除証明書、地震保険料控除証明書、国民年金及び国民年  

金基金に係る社会保険料控除証明書、小規模企業共済等掛金控除証明書、住宅借入

金等特別控除証明書、年末残高等証明書 

 

別添４ 「年末調整手続の電子化 e-年調 ～もう書類は必要ありません～」 

（https://www.nta.go.jp/users/gensen/nenmatsu/pdf/0022007-120.pdf） 

  



   

【本件の問合先】 

国税庁長官官房デジタル化・業務改革室 

課長補佐 小林 

hidekazu.kobayashi@nta.go.jp 

ＤＸ戦略係長 三輪 

kazuhei.miwa@nta.go.jp 

ＤＸ推進第一係長 丹沢 

tatsuto.tanzawa@nta.go.jp 

 


